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PPPDDDFFF取取取りりり込込込みみみかかからららスススケケケーーールルル合合合わわわせせせまままででで   
PDFをCAD図面に取り込むには、PDFを画像として貼付ける方法と、PDFを図形として読込む方法があります。 

用途により使い分けてください。 

PDFを画像として貼付ける場合、原寸の大きさで貼付けるには［図面］コマンドで、大きさや傾きを指定して貼付けるに

は［写真・イラスト］コマンドで貼付けをします。 

 

PDFを画像として貼付ける 
 

【操作手順】 
① リボンメニューの「画像ツール」タブから［図面］を選択します。 

 

 

 

 

 

② 「開く」ダイアログにて、貼付けるPDFファイルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ［開く］ボタンをクリックします。 
 
 

④ 座標［0,0］を左下基点として、PDFファイルが貼付けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 

③ 

① 

画像を移動させないようにするには？ 

画像の編集が完了した時点で、「画像ロック」することにより、誤って図面画像を移動させてしまうことを防げます。 

「画像ロック」は、リボンメニューの「画像ツール」タブの「画像ロック」にチェックを入れると設定できます。 

画像を編集する場合は「画像ロック」のチェックを外してください。 

ワワワンンンポポポイイインンントトト   

  
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⑤ 

⑤ 画像補正を行うかの確認ダイアログが表示されます。 
▼補正しない場合は、［いいえ］ボタンをクリックします。 

 

これでPDFファイルの貼付けは完了です。 

「いいえ」ボタンを選択後でも、「画像ツール」タブの 

［画像補正］から、下記の作業同様に、補正することが 

できます。 

 

▼補正する場合は、［はい］ボタンをクリックします。 

 

補正方法には、「傾き補正」と「距離補正」があります。 

 

 

 

●傾き補正 

画像自身が傾いている場合に、図面上で傾きを補正することができます。 

ここでは、例として傾きのみを補正することとします。 

 

⑥ コマンドプロパティの「傾き補正」を［On］にし、「距離補正」は［Off］にし

ます。 

 

 

⑦ 「補正後角度」に角度を入力します。角度がわからない場合は、「参照」を選

択します。 

ここでは、「参照」を選択したものとして説明します。 

 
 

⑧ 補正する画像データ（貼付けたPDF）をクリックします。 

 

 

⑨ 傾き基点を指示します。 

傾き基点とは、回転基点を言います。 

 

 

⑩ 補正前の基準となる始点をクリックします。 

 

 

⑪ 補正前の基準となる終点をクリックします。 

※ 黄緑色線の枠は、仮表示です。 

 

 

⑫ 傾きが補正されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ⑦ 

⑧ 

⑨/⑩ 

⑪ 
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⑥ 

⑦ 
⑧ 

⑩ ⑪ 

⑨ 

●距離補正 

画像内に書かれている距離と、貼付け後にCAD上で測った距離が違う場合、距離補正を使って画像を拡大縮小し

ます。 

ここでは、例として距離だけを補正することとします。 

 

⑥ プロパティの「距離補正」を［On］にし、「傾き補正」は［Off］にします。 

 

⑦ 「補正後距離」に図面内に書かれている距離など正しい距離を入力します。 

 

 
⑧ 「縦横同率比で距離補正」を、ここでは［On］にします。 

 
 

 

⑨ 補正する画像データ（貼り付けたPDF）をクリックし

ます。 

 

 

⑩ 補正前の基準となる始点をクリックします。 

 

 

⑪ 補正前の基準となる終点をクリックします。 

 

 

⑫ 距離が補正されます。 
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① 

② 

③ 

④ 

⑤ ⑥ 

⑦ 

PDFを図形として読込む 
 

【操作手順】 
① クイックアクセスツールバーの［開く］をクリックします。 

（リボンメニューの「ファイル」・「ホーム」タブの中にもあります。） 

 

 

 

② ファイラーから、図形として読

込むPDFファイルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

③ ［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

④ PDFファイルの用紙サイズの種類と方向を選択しま

す。 

 

 

⑤ 図面のスケールを設定します。 

 

⑥ 複数ページのPDFファイルの場合は、読込むページ番

号を設定します。 

 

⑦ ［OK］ボタンをクリックします。 

 

⑧ スケール合わせを行うかの確認ダイアログが表示され

ます。 

▼スケール合わせをしない場合は、［いいえ］ボタン

をクリックします。 
 

これでPDFファイルの貼付けは完了です。 

「いいえ」ボタンを選択後でも、「ホーム」タブの

［スケール合わせ］から、下記の作業同様に、補正

することができます。 

 

▼スケール合わせをする場合は、［はい］ボタンをク 

リックします。 

図形の大きさがスケールに合っていない場合は［はい］ 

を選択し、拡大する部品を選択し、右クリックで確定を 

します。 

「拡大率」を入力し、[OK]ボタンをクリックします。 

⑧ 
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●図形拡大 

貼付けたPDFの図形データの寸法値と実際の長さが違う場合は、図形拡大を行います。 

 

① リボンメニューの「基本作図」タブから［2点間距離］を選択します。 

 

 

 

 

 

② 寸法を確認する始点と終点をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 距離を確認し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

④ リボンメニューの「基本作図」タブの［伸縮］から［図形拡大・縮小（スケール合わせ）］を選択します。 

（リボンメニューの「ホーム」タブの［スケール合わせ］からも同様の操作ができます。） 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 図面を囲むように選択します。 

⑥ 右クリックで確定します。 

⑦ 基点となる位置をクリックします。 

⑧ 「拡大入力」ダイアログで、「距離で拡大率を自動計算」にチェック

を入れます。 

⑨ 「拡大前距離」に③で確認した距離を入力します。 

⑩ 「拡大後距離」に図面の寸法線の距離を入力します。 

⑪ ［OK］ボタンをクリックすると、図面が拡大します。 

① 

③ 

④ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

②始点 

 

②終点 
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